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いざく
目
標
と
楽
し
み
を
も
ち

有
意
義
な
夏
休
み
を
！

ぜ
ひ
様
々
な
体
験
を
積
み
、
た
く
ま
し
く
成
長

校
長

西

浩
一

し
て
、
出
校
日
や
二
学
期
の
始
業
式
に
、
無
事
登

六
月
末
か
ら
の
大
雨
や
長
雨
に
よ
り
二
日
の
臨
時
休
業
や

校
し
て
く
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

水
泳
学
習
参
観
等
の
中
止
が
あ
り
ま
し
た
が
、
創
立
百
五
十

周
年
・
統
合
三
十
五
周
年
記
念
と
し
て
の
「
大
運
動
会
」
や

ひ
た
む
き
な
努
力
と
前
向
き
な
気
持
ち

「
か
め
さ
ん
祭
り
」
な
ど
一
人
一
人
が
大
活
躍
す
る
と
と
も

こ
の
度
「
鹿
児
島
県

名
誉
県
民
（
第
一
号
）
」

に
、
日
々
の
学
習
で
も
自
分
の
目
標
に
向
け
て
よ
く
努
力
し

の
称
号
を
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
鹿
児
島
市
出

て
い
た
一
学
期
で
し
た
。
二
百
四
十
五
名
一
人
一
人
の
通
知

身
で
京
セ
ラ
名
誉
会
長
の
稲
盛
和
夫
さ
ん
の
多
大

表
に
目
を
通
し
、
各
自
の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

な
功
績
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
吹
上
ふ
る
さ
と
学
寮
」
に
進
ん
で
参
加
し
た
り
、
「
宮
内

こ
の
稲
盛
氏
は
高
校
や
大
学
受
験
、
就
職
活
動

鎌
手
踊
り
」
で
踊
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
入
賞
し
た
り

で
は
失
敗
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
ひ
た
む
き
な
努

す
る
な
ど
学
校
以
外
の
場
で
の
活
躍
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

力
の
積
み
重
ね
と
前
向
き
な
気
持
ち
で
居
続
け
た

保
護
者
の
皆
様
に
は
授
業
参
観
や
学
校
行
事
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

こ
と
が
、
今
日
を
つ
く
っ
て
き
た
。
」
「
努
力
の
包

動
、
創
立
・
統
合
記
念
事
業
等
に
参
加
・
協
力
し
て
い
た
だ

み
重
ね
の
先
に
は
、
自
分
で
も
想
像
で
き
な
い
よ

き
、
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
は
見
守
り
活
動
や
学
校
行
事
等

う
な
将
来
が
展
開
し
て
い
く
。
」
「
置
か
れ
た
環
境

へ
参
加
・
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

の
中
で
力
を
尽
く
す
。
逆
境
の
中
で
前
を
向
い
て

ま
し
た
。
大
き
な
事
故
等
な
く
一
学
期
を
終
え
る
こ
と
が
で

努
力
し
て
き
た
人
ほ
ど
人
間
性
も
培
わ
れ
る
し
、

き
ま
す
の
も
、
保
護
者
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
や
関
係
す
る

努
力
が
成
就
し
て
い
く
。
今
の
自
分
を
前
向
き
に

皆
様
方
の
お
か
げ
だ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

生
き
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。
」
と
話
さ
れ
て
い

さ
て
、
い
よ
い
よ
夏
休
み
に
入
り
ま
す
が
、
二
十
四
日(

水)

ま
す
。
ま
た
、
「
成
功
の
方
程
式
と
い
う
も
の
は
、

に
は
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
に
て
市
小
学
校
水
泳
記
録
会
が

人
生
・
仕
事
の
結
果
＝
考
え
方×

熱
意×

能
力
」

開
催
さ
れ
、
五
・
六
年
選
手
二
十
二
名
が
出
場
し
ま
す
。
短

で
考
え
方
や
熱
意
を
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

い
練
習
期
間
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分

に
、
学
術
研
究
や
文
化
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、

発
揮
し
、
満
足
い
く
結
果
が
出
る
こ
と
を
願
い
、
応
援
し
ま

ふ
る
さ
と
を
大
事
に
さ
れ
る
方
で
も
あ
り
ま
す
。

す
。
こ
の
ほ
か
日
置
市
・
大
垣
市
青
少
年
交
流
事
業
に
二
名

こ
の
稲
盛
氏
は
、
実
は
幼
少
期
か
ら
「
日
新
公

が
参
加
、
金
管
バ
ン
ド
は
え
び
す
神
社
六
月
灯
と
伊
作
地
区

い
ろ
は
歌
」
に
親
し
み
、
会
社
で
は
こ
れ
を
行
動

灯
籠
祭
り
で
舞
台
演
奏
、
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
様
々
な
大

指
針
的
な
も
の
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
私
た
ち

会
に
出
場
予
定
で
す
。
ご
家
族
で
も
計
画
を
立
て
ら
れ
る
と

は
日
新
公
生
誕
の
地
に
住
む
者
と
し
て
、
ま
す
ま

思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

す
こ
の
教
え
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

◎
何
よ
り
も
命
を
大
事
に
！

(

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る)
ち
ょ
っ
と
い
い

お
話

交
通
事
故
、
水
難
事
故
、
熱
中
症
、
不
審
者
等
に
注
意

◎
ふ
き
あ
げ
図
書
館
に
お
い
て
、
六
年
生
三
名
が
、
学
級

危
険
な
場
所
に
立
ち
入
ら
な
い
。
危
な
い
こ
と
を
し
な
い
。

で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
、
「
こ
の
前
は

◎
夏
休
み
な
ら
で
は
の
こ
と
に
挑
戦
！

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
『
か
め
さ
ん
祭
り
』
を
み

ラ
ジ
オ
体
操
、
自
由
研
究
、
水
泳
、
ホ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

に
来
て
く
だ
さ
い
。
」
と
招
待
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
方

読
書
、
お
手
伝
い
、
集
落
や
お
盆
な
ど
の
行
事
、
む
し
歯
治
療
等

は
当
日
お
越
し
に
な
ら
れ
、
と
て
も
感
動
さ
れ
た
そ
う
で

◎
生
活
の
リ
ズ
ム
や
決
ま
り
を
守
っ
て
！(

あ
い
さ
つ
も)

す
。
こ
ん
な
心
優
し
い
子
供
た
ち
が
、
増
え
て
き
ま
し
た
。

早
寝
早
起
き
、
朝
ご
飯
。
宿
題
は
き
ち
ん
と
す
ま
す
。
ゲ
ー

◎
愛
知
県
在
住
の
泊
隆
義
様
か
ら
、
こ
の
度
は
グ
ラ
ン
ド

ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
し
す
ぎ
な
い
。
テ
レ
ビ
を
見
過
ぎ
な
い
。
な
ど

ピ
ア
ノ
等
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※

子
ど
も
だ
け
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
る
の
で
、
一
日
の
過

○
「
地
域
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
や
創
立
百
五
十
周
年
等
記
念
事
業
の

ご
し
方
に
つ
い
て
ご
家
庭
で
十
分
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

個
人
寄
付
の
件
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

第１回学校保健委員会

６月２１日(金)，第１回学校
保健委員会を行いました。
学校保健委員会では，学校保

健計画，定期健康診断結果等の
報告，質疑応答，グループ協議
を行い，各学年の取組内容等に

ついて，話合いがもたれました。
気になる点としましては，視力1.0未満の児童数が若干

増えてきていることです。メディアの使い方にご家庭でも
配慮をお願いします。また，未処置歯のある児童数は減少
しているものの，むし歯保有率も県平均より高い状況です。
これから，夏休みを迎えます。基本的な生活習慣を崩さ

ず，視力低下やむし歯にならないようにさせてください。
参加してくださった皆様，ご協力，誠にありがとうござ

いました。

市教育委員会訪問

７月８日(月），日置市教育委員会
14名の方々が学校の様子を参観に
来られました。その際の委員会の
方々の感想を紹介します。
○ 子どもたちが学習に集中して
おり，授業態度もよい。

○ 発表の声がはきはきとしている。
○ 新聞への投稿が効果的である。続けてほしい。
○ 教室や廊下が開放的で，整理整頓がなされている。
○ 教室や廊下の設営に工夫が見られる。 など
子どもたちには，多くの称賛の言葉をいただきました。

これらの言葉は，子どもたちの自信につながります。
また，業務改善や小中一貫教育等の課題についても話

し合いました。課題については，計画的に取り組んでい
きます。



＜主な行事予定＞

８月 １日(木) 出校日
※１３～１５日 学校閉庁日
２１日(水) 出校日
２５日(日) 第２回ＰＴＡ奉仕作業
２６日(月) ＰＴＡ三役会

９月 ２日(月) ２学期始業式
※給食があります。

６日(金) 家庭教育学級
授業参観 学級ＰＴＡ

７日(土) 土曜授業
１９日(木) 吹上地域小学校集合学習(６年)
２５日(水） ５年宿泊学習～２６日（木）
２７日(金) ５年休養措置日

※ 変更になる場合がありますので，各学年の週報や各
種便り等でご確認ください。

環境教育
～ウミガメや吹上浜の自然を保護しよう～

６月２８日（金），昭和６３年か
ら続く伝統行事である「かめさん祭
り」が行われました。
体育館では，国際交流員の安(ア

ン)さんやヌルルフダさんの紹介の
後，ウミガメ学習の中心となる４年
生が調べた内容をウミガメクイズと
して全校児童に出題，ウミガメにつ
いて理解を深めました。また，ウミ
ガメパトロール隊員でもある「親が
めの会」会長の福田晋拓さんから保
護の様子をお聞きしました。
この日はあいにくの雨のため，街

頭パレードはできなかったものの，
作成したうちわやポスターを紹介しながら，ウミガメ保護，
環境保全を訴えました。なお，この「かめさん祭り」は，
６月３０日付の南日本新聞にも紹介されました。

また，７月１３日（土）には，
３・４年生が吹上浜の観察に行っ
た後に，ウミガメの卵（111個）を
ふ化場に保護しました。この卵は
前日に福田さんが吹上浜で見つけ，
掘っておいたものです。子どもた
ちは本物の卵をおそるおそる手に
取り，容器からふ化場に移してい
ました。生命を体感した瞬間だっ
たと思います。この体験は，大人
になっても，絶対に忘れないこと
でしょう。このような体験が豊か
な心を育んでいきます。特色ある
教育活動を展開することができる
地域の教育力に改めて感謝します。
今後の活動として，ウミガメの

ふ化，放流活動に取り組んでいきます。

第１回ＰＴＡ資源回収

７月７日（日），延期となっ
ていたＰＴＡ資源回収が行わ
れました。吹上中央公民館駐
車場に，多くの新聞紙や空き
瓶，ペットボトルなどが集め
られました。
皆様のご協力により無事終

了することができました。誠
にありがとうございました。
早朝より準備に取り組んでくださいましたＰＴＡ環境

整備部，ＰＴＡ三役の役員の皆様にも感謝申し上げます。

夏休みが始まります（安全に楽しく）

７月２０日から９月１日まで夏休みとなります。
夏休み中の生活，安全，保健指導を各ご家庭でもよろし

くお願いします。
事故やけがのない楽しく，思い出に残る夏休みにしてほ

しいと思います。水に親しむ機会もふえると思いますが，
保護者の方々，地域の方々，子どもたちの見守り，よろし
くお願いします。

家庭教育学級「親子で読み聞かせ♪」

６月２８日（金）に読み聞かせ
ボランティアグループの「ぽけっ
とファンタジー」の皆様に，読み
聞かせと親子での楽しいゲームを
教えていただきました。
暑い日ではありましたが，子ど

もたちは真剣に聞いていました。
そして，何より親子でゲームをし
ているときの１年生の子どもたち
と保護者の皆様の笑顔がとても印
象的でした。
「ぽけっとファンタジー」代表

の櫻井さんは，「親子のふれあいと
いう視点からも，家庭での読み聞
かせや読書は大切である。」と話し
ていました。
夏休み，メディアを消し，親子

で読書の時間を作ってください。きっと，子どもたちは喜
ぶと思います。
今後は，１月に親子での「ふれあい体操」も予定してい

ます。是非，ご参加ください。

音楽集会（２年生の発表）

７月１２日
（金）の音楽
集会は，２年
生の発表でし
た。２年生全
員で，合唱・
合奏を行いま

した。緊張した面持であったものの，元気な歌声ときれ
いな演奏を披露してくれました。上学年の感想発表でも，
「音がきれい。」と言われ，うれしかったことでしょう。

ありがとう！マット先生
２年生の音楽発表が終わっ

た後に，ＡＬＴのマット先生
からお別れのあいさつがあり
ました。この日は，最後の授
業で，全学年で行いました。
マット先生は，ＡＬＴとし

て，４年前から本校に来てく
ださいました。毎回，楽しい
英語の授業を展開してくれま
した。マット先生のおかげで，
英語の学習が好きになった子も多いと思います。また，
授業だけでなく，昼休みは子どもたちと一緒に遊び，清
掃も一緒に取り組んでいました。そして，運動会を始め，
様々な行事にも参加してくれました。だから，子どもた
ちはマット先生のことをとても慕っていました。帰りは，

別れを惜しみ，多くの子ども
たちがマット先生からサイン
をもらっていました。
英語の指導はもちろん，本

校の様々な教育活動に貢献し
ていただいたことに深く感謝
しています。これからもお元
気で！またどこかでお会いし
ましょう！

Ｓｅｅ Ｙｏｕ Ａｇａｉｎ！


